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昨年は同大会で英語の文章の読みやすさを数値的に表すReadability公式開発の第一
歩として、既存 Readability公式の実装ならびに新公式導出のための開発環境の試作構
築を行った。本稿では、この開発環境をさらに多機能化し、英語教育者が独自の

Readability公式を考案するための、より操作性が高くフレキシブルなプラットフォー
ムを整えた。また、学習者がネット上で英語学習する際、適した教材が選別されるよう

なパイロット・プログラムを作成した。 
 

1. はじめに 
著者らは、日本人英語学習者を支援するプログ

ラムの開発に従事している。英文テキストの難易

度を測定する概念として、Readability と呼ばれ
る、入力を英文テキスト、出力を実数とする関数

が考案されている。しかし公式を導出するには膨

大な計算量を要するため、英語教員が簡単に独自

の式を考案するような環境にない。そこで[1]では、
英 語 教 育 の 専 門 知 識 を 有 す る 研 究 者 が

Readability を開発する際の支援環境構築を目指
し、試作プログラムを発表した。本発表では、試

作プログラムには足りなかった ①公式の完全自
動計算機能 ②Tagger プログラムを採用した形態
素パラメータ導入 ③一次式以外の公式のサポー
ト  などを充実させた。また、学習者が規定の
Readability 値の範囲内にある英文をネット上か
ら抽出する、e-Learning学習用パイロットプログ
ラムも作成した。なお、本研究の開発プログラム

は 全 て Microsoft 社 の Visual Basic 6.0 
Professional の環境下で作成された。 

2. 英文書解析 
新公式開発には、英文テキストを精査すること

がファーストステップとなる。本プログラムでは

選択したテキストに対し、単語数や音節数などの

基本情報、それに加えて、Strttgart大学で開発さ
れた形態素解析プログラム TreeTagger[2]を用い、
各単語の品詞情報が集計・表示される1。また、指

定辞書から単語情報も表示される。これら各種情

                                                  
1 Webサイトにアクセスして計算させる方法とローカル
でも計算できる方法と両方を用意した。 

報をパラメータと呼ぶことにする。既存の

Readability公式から得られるReadability値も参
考のために算出している。使用した Readability
公 式 は 、 Flesch Reading Ease （ FRE ）、
Flesch-Kincaid Grade Level（FK）、清川（KY）
[3]の３種である： 
・FRE： R=206.8－1.05×X－84.6×Y 
 ・FK ： R=0.39×X+11.8×Y－15.59 
 ・KY ： R=0.288×N＋0.17×X＋1.739 
R は Readability 測定値であり、X は１文ごとの
平均単語数、Y は１単語の平均音節数を意味し、
Nは難語率とし、公式 KYの発案者である清川氏
が常用単語として選定した英単語リスト 1726 語
に該当しない単語の出現率と定義している。 

 
3. 新公式作成支援 

英文書解析の後、新公式作成を支援する画面に

移る（下図）。作成に必要なのは、英文テキストと、

実験等で得られた各英文テキストの難易度のみで

ある（たとえば英文テキストを読ませた後で理解
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力テストを実施し、その平均点などを算出してお

けばよい）。英文テキストを適宜（複数）選択し、

「選択完了」ボタンを押すと、難易度と各パラメ

ータとの相関係数が表示され、公式に採用すべき

パラメータ候補が示される。パラメータを選択、

あるいはパラメータを組み合わせて新パラメータ

を作成すれば、最適な Readability 公式（重回帰
方程式）が生成される。 

 

 
4. 辞書機能 

Readability 公式には上述の難語率の説明にも
あったように、ある単語リストに対する英文テキ

スト内単語の出現率が適用されることがある。そ

のような場合、単語リストを自ら構築できればよ

り精密な公式作成が期待できる。そのような単語

管理機能を本プログラムは有している。 

 
 
5. 学習者のための e-Learningサポート 
 インターネット上に英語コンテンツはますます

占有率を増しているが、それは日本人英語学習者

にとって必ずしも恵まれた条件ではない。自分の

力に応じた英文が探せなければ、学習効果は望め

ないからである。そこで、指定した Readability
値の範囲内にある英文テキスト（htmlファイル）
をネット上で検索するようなプログラムを試作し

た。これは Readability公式の一応用例とも言え、
今後の e-Learning による英語学習の場に大いに
役立つものと我々は考えている。 
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